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１．まえがき 

 自動車の制動性能測定用台上試験機としては、ロー

ラ駆動方式のブレーキテスタが一般的に使用されて

いる。しかし、これらのテスタに使用されているロー

ラの摩擦係数が一定でないため、試験時に制動性能を

確認するための所定の制動力が得られなかったり、測

定値のバラツキが大きくなったりして、ブレーキ性能

の測定が困難となる場合がある。 

そこで筆者らは、昨年までに、ローラの回転速度が

１～10km/ｈの範囲で任意に設定できる二軸式定速型

ブレーキテスタ及びブレーキテスタの制動力の測定

を簡易にするためのブレーキテスタ校正用台車を試

作した。 

今回は、これらの設備、装置を使用して、ブレーキ

テスタで制動試験を行った場合にタイヤの種類の変

化及び車両の固定位置の変化が測定値に与える影響

についての実験を行ったので、その結果を報告する。 

 

２．実験装置及び実験方法 

２．1.実験装置 

 台上試験機によって制動力等の測定を行う場合、使

用車両の構造や試験機の種類による測定値への影響

が考えられる。そこで、今回、タイヤの種類と車両の

固定位置に関して実験を行うに当たって、当所で試作

したブレーキテスタ校正用台車と二軸式定速型ブレ

ーキテスタを使用することとした。以下に使用した校

正用台車と二軸式定速型ブレーキテスタの概要を示

す。 

(１) ブレーキテスタ校正用台車 

写真1に示したように、ブレーキテスタに直接載せ、

テスタのローラとタイヤ間の摩擦係数及びテスタに

よる制動力測定値を簡易に測定できるようにしたも

のである。 

主な仕様は、全長 3470mm，全幅 1540mm，軸距（Ｗ

Ｂ）2500mm，輪距1350mm，ブレーキ形式‐前輪Disc・

後輪Discである。また、無積載時の重量は8.5kN(前

軸4.50kN／後軸4kN)で、最大積載重量は16kNである。   

なお、今回の実験は、写真2に示すように、校正用

台車の後軸を切り離し、1 軸の状態で実験を行った。

この場合の重量は2.7kNであった。 

 

写真１ ブレーキテスタ校正用台車 

 

写真２ ブレーキテスタ校正用台車（1軸） 

 

(２) 二軸式定速型ブレーキテスタ 

写真３に、今回使用したブレーキテスタを示す。 

主な仕様は、ローラ周速度1～10km/hの範囲で任意

に設定可能、試験車最大軸重15kN、軸距（ＷＢ）2100

～3000mmの範囲で15mm間隔で設定可能，さらに前後

ローラの回転方向及び周速度を独立に制御できるよ

うにしたものである。 



 
写真３ 二軸式定速型ブレーキテスタ 

 

２．３.実験方法 

後軸を切り離して 1 軸の状態にした校正用台車を

使用して、タイヤの種類による制動性能の相違をみる

ために、表1に示した７種類のタイヤを使用して制動

実験を行った。また、校正用台車の固定位置をブレー

キテスタのローラ中心を基準に真上、前方30、60mm、

後方30mm の 4ヶ所で固定した実験も行った。なお、

基本的な実験方法は新型自動車の技術基準である自

動車制動性能能力試験方法（TRIAS 12－1990）に準じ

たものとした。その他、今回の実験の試験条件は下記

のとおりである。  

① ブレーキテスタのローラ周速度は2,3,4,5km/hの

４種類で実施した。 

② 制動前ブレーキ温度は100℃以下で行った。 

③ ブレーキのかけ方は、最大制動力が得られ、タイ

ヤがロックするまで、徐々にブレーキ作動圧を上

昇させる方法で行った。 

④ 校正用台車の積載条件は、無負荷、2.5kN，5kNの

ウエイトを積載した、2.7KN，5.2KN,7.7KNの３種

類の軸重での負荷条件で行った。 

 

表１ 使用タイヤの主な仕様 

ホイール径 タイヤの呼び 標準空気圧
A １２インチ 135ＳＲ12 200ｋＰａ
B １２インチ 155/70Ｒ12 200ｋＰａ
C １３インチ 6.45-13 200ｋＰａ
D １３インチ 165ＳＲ13 200ｋＰａ
E １４インチ 195/60Ｒ14 200ｋＰａ
F １４インチ 195/70Ｒ14 210ｋＰａ
G １５インチ 7.00-15 375ｋＰａ  

 

３．実験結果及び考察 

３．１.タイヤの種類による制動性能 

 タイヤの種類による制動性能の違いをみるために、

一般的に使用されているタイヤから、１２インチ２種

類（Ａ・Ｂタイヤ）、１３インチ２種類（Ｃ・Ｄタイ

ヤ）、１４インチ２種類（Ｅ・Ｆタイヤ）、１５イン

チ１種類（Ｇタイヤ）の合計７種類のタイヤについて、

ローラ周速度ごとに実施した各実験条件から得られ

た制動効率の最大値の変化状況を積載条件ごとにま

とめた結果を図1～図３に示す。 

 この結果から、タイヤサイズによる最大制動効率の

差は最大で 20％程度あるが、ホイール径ごとに見る

と、差は比較的小さく最大でも 10％程度で、14 イン

チのＥ、Ｆタイヤが比較的大きい値を示し、その次に

12 インチのＡ、Ｂタイヤの値が大きかった。なお、

15 インチのＧタイヤは負荷加重が増えた場合に他の

タイヤに比べて制動効率の低下が小さかった。 

また、ローラ周速度と制動効率については、ローラ

周速度が 3km/h でどの条件でも比較的大きな値を示

した。ローラ周速度5km/hでは5～10％程度低い値と

なった。この結果は昨年までの報告とほぼ同様の結果

であった。 

３．２.校正用台車の固定位置による制動性能 

 次に校正用台車の固定位置を変化させた場合の制

動効率の変化状況について、ローラ周速度3km/hで積

載加重を変えた場合の制動効率の変化状況をタイヤ

サイズ別にまとめたものを図４～図６に示す。なお、

12、13、14インチのタイヤは２種類ずつあったため、

２種類の平均値とした。 

 この結果から、12、13、14 インチのタイヤは前方

30mm で制動効率が最も大きな値を示したが、15 イン

チのタイヤの場合は真上にセットした場合が最も大

きな制動効率を示すことがわかる。 

これは、ブレーキをかけることにより、通常、タイ

ヤが表面が変形し後方に移動するためと考えられる。

なお、Ｇタイヤは、車両重量がやや大きい小型トラッ

ク用のものであるため、ブレーキをかけたときのタイ

ヤ表面の変形量が小さく、真上に固定した場合が最も

制動効率が大きくなったようである。 

次に、前方 60ｍｍの位置で固定した場合、制動効

率の最大値と比較し5～10％程度で低下は僅かであっ

た。 



軸重－2.7ＫＮ

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

2 3 4 5

ローラ周速度（ｋｍ/ｈ）

制
動
効
率

Ａタイヤ

Ｂタイヤ

Ｃタイヤ

Ｄタイヤ

Ｅタイヤ

Ｆタイヤ

Ｇタイヤ

 

図１ ローラ周速度と最大制動効率の変化状況 
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図２ ローラ周速度と最大制動効率の変化状況 
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図３ ローラ周速度と最大制動効率の変化状況 
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図４ 校正用台車の固定位置と制動効率の変化状況 
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図５ 校正用台車の固定位置と制動効率の変化状況 
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図６ 校正用台車の固定位置と制動効率の変化状況 

 

また、後方 30ｍｍで固定した場合には制動効率が

50～80％低下した。 

これは、校正用台車が後方に移動すると、後方にあ

る補助ローラの方に加重移動がおき、ブレーキローラ

にかかる接地荷重が小さくなったためと思われる。 

このことから、校正用台車の固定位値は真上よりも

少し前方（30ｍｍ程度）にずらした状態での実験を行

うことが望ましいことが分かる。 

 

 

 

４．あとがき 

今回、校正用台車に各種サイズのタイヤを装着した

場合の、制動効率の変化状況について、ローラ周速度

（2～5km/hの範囲）、軸重（2.7KN、5.2KN、7.7KN）、

校正用台車の固定位置（前方30、60ｍｍ、真上、後

方30ｍｍ）をかえた場合の実験を行った。 

その結果、タイヤが変わると、ブレーキ能力が同じ

であっても、制動効率の測定値が変化することが分か

った。しかし、同じサイズのタイヤであれば、制動効

率の差は最大でも10％程度であった。また、ローラ

周速度は昨年までの報告と同様に3km/h程度で最大

制動効率が得られることが確認された。なお、校正用

台車の固定位置は30ｍｍ程度前方にセットするのが

望ましいことが分かった。特に固定位置が後方になっ

た場合、極端に制動効率が低下することが分かった。 

今後は、今回の実験結果を基にして、車両の固定を

やや前方にするための、簡略化した固定方法を検討す

るとともに、タイヤロックによるタイヤの局部磨耗を

防止するためのタイヤロック停止装置を付加して、台

上試験機による制動性能の試験法について検討を行

って行く予定である。 
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